
　（別紙４（２）） 事業所名　アミライフ・鶴見

目標達成計画 作成日：　令和　　3　年　8　　月　　　9日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

コロナウイルス感染拡大の終息の目途が絶た
ず、施設の面会禁止期間も続いている状況にあ
り、利用者様と家族様が面会を行えず、直接会
えないストレスが蓄積している。

家族様と利用者様が直接会えない、面会で
きない状況ですが、施設側がタブレット端末
の導入を行いオンライン面会を実施する。施
設へ来所して頂ける家族様には窓越しでの
立ち合いにはなるが面会していく。

タブレット端末の購入検討行い、利用者様、家
族様の要望にお応え出来るようにオンライン面
会（zoom、LINE電話）の活用。面会可能時間を
決め家族様へ連絡を行い都合の良い時間帯で
予約制の短時間で面会をして頂く。

3ヶ月

2 49

コロナウイルス感染拡大の終息が現状見受けら
れず利用者様の日常的な外出は控えており馴
染みの街に買い物へ行けない、地域の活動に
参加できていない。

ウイルス感染症対策がしっかりと整った環境
で少しでも施設の外へ出て季節を感じて頂
く。地域の行っている活動を把握し少しでも
活動に参加できるよう心掛けていく。

コロナ禍における、制限された生活において玄
関先での日光浴、花の水やり等工夫を行い実
施していく。個別ケアとして短時間でも施設周り
を散歩していただく。継続してきた施設内でのレ
クりエーションは引き続き楽しんで頂く。

6ヶ月

3 4

現在コロナウイルス感染予防のため書面での運
営推進会議が続いているが、過去の運営推進
会議記録を参照し、より多くの地域の方々に運
営推進会議へ参加していただけるのではないか
と思われる。

過去の会議記録の参加者を把握しコロナ感
染が終息し、今後施設内での会議が実施で
きるとなれば、これまで会議へ参加しておら
れない地域の人たちへ会議参加の呼びかけ
と共に地域の情報を増やしていく。

現在、町会長様と定期的に話し合いをしている
ので、地域の方を紹介して頂き会議への参加を
お願いし充実した会議の実施が行えるよう更に
地域の方々と交流を行い情報を増やし連携を
図る。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


